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λSTUDY OF PI¥.OTEIN IN PPSドEH.U:¥f

From the五rstSurgical Division of Kobe l¥Iedical College (Dir巴ctor: Prof. N". FuJ n・A) 

by 

H. KUBOTA, K. MIYA~IURA, S. NARITA, H. KA WAKITA, H. KOKUGA. 

Our study covers 200 cases of patients su任eringfrom various suppurative di-

seases, of which pus serum, blood serum, normal serum, abdomen exudation and 

articular exudation are salted out to classify protein and to observe qualitative 

also quantitative di任erencebeing reYealed periodically and relatively. 

1) Blood serum extracted from patients having any suppurative disease shows 

a remarkable variation in many respects. Although there is apparent similarity 

between blood serum and pus serum, the latter has a peculiar characteristic. 

2) Both cold pus and hot pus have their own chaτacters respectively. Also 

there is difference in blood serum and peculiar relations exist between blood serum 

and pus serum. 

3) On observation of protein in pus serum by each bacterium, it is found 

that any one differs from each other in same way as clinical‘symptom differs 

according to condition of the disease. This helps diagnose of such disease, espe-

cially in case where the kind of bacterium is di伍cultto discern. 

4) In periodical investigation of pus serum and blood serum of tubercular 

suppurative diseases, considerable variation of gamma globulin can be traced. 

Observation of such variation may serve a possible way to determine condition 

and tendency of the disease. Similar tendency is found in such variation of blood 

serum and pus serum. Apparently protein of pus serum is influenced by blood 

serum, as variation of pus serum ensues from that of blood serum. The variation 

of gamma globulin in course of investigating time, also time-gap and quantitative 

difference between blood serum and pus serum con白rmthat tuberculosis results 
from a kind of allergy. 

5) ¥Vhen classifying cold pus and blood serum of patients in accordance with 

kinds of diseases, remarkable di任erenceis noticed among them. However, any 

definite interrelation can not be established. 

6) Periodical observation of pus of appendicitis reveals that each time has 

respective characteristic. This may enable diagnostician to determine to which 

period the disease belongs by classification of protein in pus serum. 

器（本論文の要行lょ＇:i'9 ll•IJ町長結核外科研究 .i<'1\7 l凶，小72[Gf近畿f’H・1.i；：：：会に於て， ・J.:.:均一・＇if事発表した）
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第一章緒 ．言吉
区司

.n'rr ~it~白質に就いては，此を各種の方；去によづて極

々に割分し，夫々の生化学的差異，主主ffll＇＊的作用車主ひ

；工物干理母的特性等：の解明に闘し幾多の研究ヵ；行ばれて

来たが， 1937年 TiseJi,1s・Lo11gsworth等が・電気泳動

法を考案して血媛蛋肉質をアルブミン.''1グロプリ

シ，忽dグ’ロブF リン，戸グeロア’リユ／，｝＇グeロフ．リ :y, '7 

4プリ ノーゲンの6fin：二分って以上，臨床的研究は多

〈此の分績に従って為され，木刑乙於ても数年。1~19 く

の知見が発表されるに至った．血；＼］！，以外の~~；；後及ひ州

的'/f$精液等についても，更に研究が進め広れて居り，

殊に伺f1SJ1簡 としての炎症なる機転に於いて，化膿と

L、う現象によって蛋由貿の態度を制察する事の多い外

科領技tこ~つては，！日に闘する此の方聞の研究（iJ(1ιl混

と共に不可欠の拘l題であると考へられるが， iii府部l分

に〈いては他の分野の研究に比して在つにそれに接する

事は少ない．此{j，笑！＼定例斜として同 4条件化の践を得

難く， 笑験 }jlJ：、と してi~気泳動法を選んだよ場合その透

析課引に閤難をf下う事が起因すると考へられる．然る

に，近日寺権析＇llミと比色'11~を応用する事によっても血紫

Iiι！質を上記6直Iの如く に割分し得る様になり， 且．英
の設備保作の比較的ricH易な所から漸く臨床的に普及化

されるに及んでu.こ．
我々日，此の方法を用うる事によって，腿清及び血

111iff.:r'1を比較的容易に割分しれl，各陣戸膿・I自治につい

てその分割仰を測定し各分暦の後旬Jをin,1是認した結果，

臨1、所見1巴撞のーー指針と して，又予後flli'E上の一方di
として興味ある，，苦情を得た．

第二寧賓験材料及び費験方法

1) 実験材料

神戸医科大診附li(¥j耐え第一外科に於1-i－る外 lo及び入

院患者の1-f-1，常1明円については1nr:;1・:JI）汁生成制11例府j者Ji'rr

i1針。例， Ri（~）~fl':i 1J~疾.＼U.l:l例W，者此前ll例，ゆ！出（ －：：＿，， ~ 、

次

第三節起炎商別叫察

第四節冷膿，及び患者血清の経j&＿的消長

第五節疾居Jjljに観た冷膿及び局者血清

第六節 生垂炎膿に於ける時期的変動

第四章 総括及び結論

第五章ヰ：要文献

ては結；亥性関郊炎10例庖者佐清 5砂~，脊椎カワ エス45

例血清22(91］，結ι主・tcH農胸12例j血清5{!llj，胸囲結骸~~:g:~

結；亥性淋巴微笑写の軟部結後4例血清5例，結核性腹

膜炎2 例止清2 砂~Jを選び，止tれに腹牒内縄問；後14初q~

出；後19例， ~;'i'；夜↑':t；火HMぞ液 2 仰jを加へて比較検討し，

対照として男5例女4仰！の健康人血清をとり合計200

例tこついて少きは1回より多きは10凶にわたつで測定

L f乙．

全信1回採；JRI日！士関してit，稀薄なものあり波事宿され

たものあり洛漉期聞に従ゥて相違を認められるので，

冷腿に於いては第2回以下を加へて条件を略一定にす

る如く取捨選択したが，剤躍では多〈一回の穿刺切聞

にて治；をに傾くので第一回採取膿を主と したが多くは

急性疾患であるので期間の略一定せるものを選んで測

定し， 又照明時にはl可及的全部の排践に努め旦その全

存在充分撹持して誤差のj油大になるを避けた．叉，冷

限！二於いてその放置限界をみた所2～8'Cの気温猿境
にあっては総~白濃度は 1 ヶ 月後でも箸変を示さなか

づたがその組成は48時間後日正にアルプミシは減少しグ

ロプリ シは増加して査白i自iは非常に変動するという現

象の存するのを知った．それ故実験は採取直後に行う

をはて可とす乙．

2) 実験方法

膿汁の採取は殆んど穿刺により且此れを原則とした

が止むを得さ．るものは切開によった． 血清は全て肘静

肱より採取した． 膿JfCT.i告の分離ft, 採取i直後2500～

3000廻転30分の遠心沈澱法によると比似的容易でらっ

たが，干占綱にして分離し難き膿汁は加J:Ef:[:l大浦jfE_後遠

沈して分隊し得た．

笑駄）＇j)'l；（主臨床的に応用する意味に於てなるべく簡

単仕ものを採用した．

；特定ι（ 1）~＇. Iと（ ~－古川氏の紹介せる硫酸銅法によった．

1忠清に於ては所詣治下傘形成若くは被検液が液而を貫
かぬものもあり， 止ti防止す乙ため全｜を硫酸3同時字液中
に入れて測定した．蛋自分！討の割分には，斎民E・古川



208 日本外科宝lぬ第22巻第3号

氏に従って亜硫酸曹達で盟主析しその路液にビューレヅ

ト反応を用ひて呈色せしめ光電比色計によって蛋白質

の分割比率を求め総蛋白滋皮を乗じて各分屑の単伶容

積内に於ける濃度を計算した．此の方法は，比鮫的容

易に行ひ得るが寒冷環境にあっては斑硫酸曹f達がぶ夜

中より析出して窓析が不確実且遅延されるので，主主，q

に充分注意する必要性を認めた．又，土砂占度t主総蛋白

質濃度及び蛋白砲に関係し，両者のt首減の度合と~血

清の具f本的性状を考・：＆する上で世子適のものと層、はれる

ので，ノモグラムによって計算し以下表中に挿入した．

次に正予言血清9例に就いて我々の測定せる仰を電気

泳動法によるMIと比較すると第1表の如くである．即
ち一般に比色法の方が僅かに高い値を示すが， 大体に

於てその組成は相似して居L 臨床検査！として全く放

路されるべき方法ではないと言へる．

{:i；】 ：x

g/dl 比色法 ｜ 完；；気泳動法（有川氏）
総書i白質i炭皮 G.削～7.02 心川～（1.72

アJレプJミy 3.'J7～ 1.01 3.32～ 4.0t 

ク・ロプリソ 2.69～ 3.02 2.71～ 2.12 

αク・ロプリン 1.02～ 1.06 0.79～ 0川

。ク・ロプリン 0.78～0.82 0.78～ 0.81 

）’ク。ロプリ y 0.85～ 1.18 0.66～ 0.71 

E民 白 lffi 1.32 1.22 

第三章賓験成積

第一節膿清蛋自分屑（患者血清及び対照血清との

夫々の比較）

化膿性疾患の烹性冷性を問はず其の！！~消 114例居者

血清59例について測定し平均した葱自分暦の値及び比

率と対照の健康人血消と三者夫々を比較検討し第2表

~..； ； 2表

眼前 「忠者血 主~i i' 対照

叫% ；空；~1 ~＇Ij竺i~
TP I 7.10 I i1 7.60 I II 7.02 
ALI 2・叫 36.06 11 2り1: 38店 11 3.99 1 s6.s1 
GL I 1.S1 I （切11: 4.67 : 61.15 1: 3.位 ｜竹.16

VI I川 ii1例 l 11九

に示す如き結果を得た．

イヒH良性灰層＇！.を有する出者の血清1こ於いて，総~自由

及びグロ プ リシ総一：；~： （以下GLと略記） の著明なる憎加

が認められるが，アルプミシ （以下ALと略記）は反っ

て減少し， 為にまを白i'Jjは1を拡准とするとE負反対の

関係を示すに歪り，比粘度は著しく高まっている．

次に，止t等化慢性疾患々者の膿清と血清とを比較す

ると，膿f筒の・}j(主総Nh当世は｛蔓かに少し AJ.,GLも

共に減少し従って比紡度も｛rtいけれどもyグロプリン

（以下γGLと略記）のみは反づて僅かに僧加している

のを認める．併し乍らその阻成比は殆ど近似して居り

血清のそれが膿潜のそれの生成に影響を与へている事

は疑ひを抱き得ない．

小指及び考按

化f良性疾見iに催忠せる庖者血病に於いては，総3量自

室の増加がみられ，目.rltれはGLの異常なる僧加に基

くものでらって，〕GLはその中でも主役、λ演じている．

R味らる事it，ーか込 ；；：，疾胞に於L、て佐清のJji::;GLの

多い誌でらり，止とれは胞の貯溺するに当って；GLの安

定度が高いためと考へられるけれど，又一方此の事実

を天野氏わ二系性免疫輸に依る機能分担表にあてはめ

ると，抗体が納繭等の閤形性のものであれば当然Hト

stiotropたる綱内系でiv~J笠され而る後Serotrop でちる

外股形質細胞系で血清抗体化されるものできbるという

Id伎の下に，先づ第一階程で局所的に反応せる開業性

組f，＇~itf’lカ；；GL化して血清i'tt白よりもたらされたる も

のと合して増量するであらう とL、う想定も為し得る．

併し乍らその参議は，上記の血治，腿潜聞の差が量的

にも質的にも｛叢少である点から見ておよそ従的であっ

て，主たるものは岩田， Seibert等の発表せし如く血

清蛋自の増加に伴う ものであらう．

第こ節；令膿，熱膿の特異点，及び夫々の患者血清

との比較

比較的条件を等しくする腿請を選び，熱性28例息者

血浩IQ例，冷性30例忠者I血清lO('iLJと分って夫々の平均

値を求めて比車交検討し夫々次の如さ4寺岐点を認めた．

l) 先つ熱・冷111''.ii山を比較し高いもののみについて

挙げると，7令＇l['}l:tf,£Jfrニr・GL GL, ~及び〕 GL，比粕度

に於て高値を示し， 効I！~~い、AL， αGL. ~尚刊に高値高

率を皐す；：.. 

2) 紡・冷凡I，す；J（［消のr111でい，冷什に GL,xGL, ~ 

GLが多く， 奔！'t・l:i・:.j':f;!S:r三rhl.AL・1GL,~向日'fj，比
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〆デモ＇ :-1・
~... ..., 1込

J合 性 熱性 l声す！！ft

i腿川竺 i~~i眼目日巾~！j~
TP I 7叫 7.1911 6.88 / 7.刈 7.02
AL I 2.20 I 2.76 II 2.92 I 3.10 I 1りり

GL I 5.111 1.73 i! 3.90 I 1..60 ii 3.02 

C匙 1叫 1.01.
0ぷo,I o.so 
l.18 

l.'32 

1.71. 
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粘度と大部分が高い．

3) 冷性化嘘性疾庖．々者の1豊前と血清の闘｛系をみる
と，GL 刻、にγGLと比粘度のみが！控訴警に高く其他ft

全て血消の方に多いとL、う現象が見られる．

4) 勲性では， χGLとill:白閣のみがmi古に大であ
って， 其他は全て血清の方が多~ •. 

止i：を各分l骨fi｝にfil1？認すると，

I) 総Itt自電について， l史浩では冷 ； 微で n·，~消にな

ると止kの関係、ヵ：反対になる ．此の事は熱慢の濃縮度の
小なる事を示す事実在：知り得るのであるが，此の事を

考·~i－に入れても何冷艇の特性の一つを示すものであら

ろう．

・2_l GL増加！の度合け，冷H浪1,!j(.i',F;J:者血消のそれを

超過する程著明であり総主産自f誌は主に此が大部分を占
めている．止tれに対し執慢ではill:白！日jからみても此れ
よりはALの占める割合が大で司ある．

3) 廷内制で（l，熱冷膿血清の問者を対照に比べる

11.¥', AL 減少Jl'[い色~11（~ ii 'i，熱血ii~，冷凪：i1'i , i令，！，＂； n~Iの

J闘に少なく対！！震に近くな乙．

4) GL分府中まづ注目されるのは， 冷眼精の Jが

飛抜けて高く.H.. ¥f:l者nt消の増加度・よりも大であり此が

冷盟GL附弘ri二＇ ; ［）司を成す?flであり繋性のそれと比べ
て相当訓作としたi:i＼＇心’i℃主，る．！担jj』i戸GI.いr『t円；fの
'l：：こ そ~－~ －1 ；色l~； ;lJIJ ：並iii' iの両＂I 』[I f噌 i、｜

てい乙Jが，αGL'Citキ~I恨の憎 ~J(J11Ui'iをユム廻l）此れ又

然憾のー特巣点をあら（J. i-. 
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日） 比粘度に於て，眼精でけ冷，血消では熱に高く

且冷腿では危3者血清を上廻り脅~~豊では血清の方が皇室か

に高い．比粘度はもとより総：玄白量と%：白商に相関す

るものではあ乙ヵ：，この結果は一見常識を裏切る．

小括及び考接

；令膿の特異点

上述の点から冷陛（］その止t'i1¥i:1凶l＂，：叉（1吸収j畳程に於

いて熱恨よ りも血清の支配以外の因子の加はり方が大

きい様に見受けられ乙．冷腿消は総~白量ヵ：熱膿より

多くE，その中のGL殊にγGLに由十、ずる割合が大

きい. ~J荒川’物でらる膿は排司lt物の－t重であるから結

核性化機性疾店、では裂性化膿性疾思よりも rGLのを

i;宝物になるn:ど令ヵ：大ffいという訳でる1〕難治性である
ーウの悶子を示していゐ．叉結核性感者血清f'l:，その

組成をそれ自体の中で教分する（ ：： ，~i~清とその趣きを同

じくす乙sカ：，その憎減の度合は健治に必ずしも一致せ

ず，対照；亡Jtベ :x,~GLが膿消では異常に摺加する 7

の代償の如くむしろ減少の傾向叉は同註値を示すに反

して，.nt清ではそのt曽加度の少ない ）GLを補ふ如く
増加している．

熱目患の特異点

眼精総ill:白量が対照よ引氏L、にも係らず血清の総楚

自主ll主憎加して居り，而も！膿消では全イイ、として総蛋白

歯It.減少するがGL('l:増加している，叉AL(.1)減少度

ヵ：冷暖より少ない事等を考へ合はす時，努ill廷は矢E長り
急性型が多〈て局所の新陳代謝の烈しい事が伺はれ

る．手量自白石ヵ：桔砂J性に比し膿持者血清何れも高い事，つ

まり AL の減少度が少ない事は既述した如くである

が，3乙喰請の方ヵ：血清よりもALを含む割合が多い事
も結核性と異なる点である．かくの如くに盟済数値が

血清を越えているものにo:GLがある．而も血清のo:GL

t主結核性よりも低L、（ALの血中に減少する時には :xG

Lが増えて此の作用を代償するといばれている） にも

係らナ1l~li1 ~で円高l，、 という事も薄手1農の特集性である．

ii[1!i1:iGL分屑の1-[:1 で；~GLft.対照よ り減少し a と ；：が代

って踊加しているが止清でIt.xはむしろ減少しγが代

って法治のそれを超過する位増えている事も結骸性と

臭ってL、；＼

上u~－に示される如〈，結核性化膿性疾患における ：

GL，予里担hイじ~i；~』i

-:Llの11['..Jf! '.il1 ’1::1 11•1 .叫のtl li主， 続いて A IG の膿・血清

i11Jに於ける嗣係が向者反対でらるλ＇！.＂＇／ ＇，此：浮を夫々分
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屑の持？生理学的作用，生化学的差違，物瑚学的特性

と，臨床所見とを相関的に考妻美する時，全く令1理的関

係に於いてかかる結果を見，従引くi国念とされている熱

性冷性疾風の相述を－：！＞：付けるに足るものの一つである

事を発見する．

第三節起炎菌~IJ観察

混合感梁の無い躍を起炎商）；；IJに分類し，結｛亥商股30

例，連鎖状疎商法 4例，葡萄状球関膿13例， 大腸音寺腿13

例について比較検討し売れ4表に示す如き成衡を得た．

~； 4 'A 

1 結核菌膿 ｜ 辿知目隠 ｜ 仙見詰H~~ ：大l陽商膿
7.20 ; 7.<i 1 ; 5.78 

2.99 : 2.:l'J ' 2.89 

TP Bl 

AL 2 20 

GL S_l 1 

"' 0.95 

~ 0.83 

、d， 3 24 

A/G 0.13 

1,21 

UH 

0.51 

2.S2 

0.71 

1.86 v 1.95 

1-.78 

0_81. 

1.05 

2.8り

0.60 

1.98 

2.89 

1.29 

0.63 

o.り7
1.00 

1 (,Q 

総蛋内－：_uは比粕度と平行して錨菊状球関J盟に最も高

く，結該衡！践が此れに次ぎ以下連鎖状球菌守機大腸菌：j農

の！｜阪となっている．連鎖状球商1珪と大腸商慌には AL

が多く，結核商と葡若言状球閣はGLに親手I＇性な有する

2.4 

如く見受けられ乙.GL分屑中aは大腸前後連鎖状球関

l段に多く FIt.I詰］夜状関

腿及び結主主商膿に多
2.3 

い.yは矢張冷股が全盛

頭で熱1農中では葡弱状
2.2 

球雨明に高い.:ti白山j 2.lg/dl 

より見ると AI，含有の
Lu 2.0 10 

度It.連〉葡〉結の）I頂に 0.!I Iη 日

高い．併し此等は矢演 o.s l.8 

りGL量の方が高いも 0
.7 1.7 ・; 

のの中の）I阪序であるが 0.f; I Ii 1; 

大腸商f設に歪つては入 0.九 l.5 

LとGLのill:は相半ば O.・I 1-4・ { 

している． 11.:1 1.3 H 

小括及び考按
0.2 J 2 ~ 

。l I.I J 
料収Ffi-1t~， i車＠l状J求 A/G v ~： 

商・It''.,t'J¥i若山、1¥1町民i

於て（t:[目度の楚こそあ

v一一一~

'IP－一一ー－－－－－～、~

司~5 表（膿消）

れ何れも じr.,がALより多くn，此れが総m自：））＿の主
要を成し？~；ζに ； GI ， がその叉大都を占める．その順序

は結〉｜ ・＂）宣とな勺ている．大腸I符i立の GL：の主要It

χGLで此の濃の場合多くま青股．院内の炎ffF.によるが後の

冷慌の疑肢の有無による相違とは必ずしも一致して居

ない．此処に間白い事（-t， 発~11~に翠白磁物被素ヵ：多い

事笑と総ff自月上の少ない事実を結び付けて考へる人達

がらるが，此れは，最も普通の化鰻蘭たる的弱状粛に

よるII箆のf$1-K:白が結｛夜間後より少ないき苦笑に相反する

ものと恩fth<:.

結以前肢の特性は既述の如くであり， GL及び：GL

に於て最高であり ALは最（Jl;.である．速鎖状Eま商法ft

AL第－{ILで此の司m：此の簡による炎症が烈しし、機中目
｛＿ 示す司王と相応している． 叉，止tの援は~GLカ’最も少

なし．葡萄状球商1設では総~白i量及び上tt?；度方t最高で

且，此の南D:PGLに親和性をαGLに疎遠性を有する

ともよι、られる．大腸Y!JJ監は4者の聞では最も極端な
性状を是し，：.GL,}5：自制Ii.第一枚であるが総姦白IJ,

GL, ;GL， 比倫fft~t最も 手：jる. ALは絶対量では連鎖

状f~＇、商法に及ばない．

第四節 ；令膿及び，害、考血清の経過的観察

閉鎖性の結核?ti・j [1~ ］（）例患者血消10例を同時に反覆穿

刺し各分暦の変Y迭を経過的にH1,,1寝し第5表及び第6表

に示す如き結果を得た．筒，第一回~刺と第二回穿刺と

宥IG表（I血治）

v 

TP ． 、
，、
， 一，．‘  ， 、‘，、， －． ， 

計二メム／ “一ァベゾ／
E一一、／：、 A/G.-' 

苛ーーヲー’二二 ／／／－  

AL F ’F 一一一－...－－
包：：：：：：＝－－ユミ〉『主一一一－－

、，

l

u対

1
戸田

~！.， 都
:1 4 
liil 回

~一一第
2
回

、，
il
l

削
I
川
河
川

i
川
じ

md宙開
凹

治
i
副

第
2
囚
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の間痛は16日，第二回と第三回及び第三固と第四回の

聞は夫々30日でらる．止t等の庖者ーには治療上の目的で
の薬液は一切注入せず，叉軍事東側F膿It可及的徹底的に

行って1農協燃を充分空虚にした．
1農清各分屑の闘では， TP,GL, yGLの三者ヵ：大休

平行して消長する.AL, A/G l'i当然此に反比して変

遷し，（.（GL と ~GL はお互ひに相措抗して消長する．

穿刺第一回と第二回の聞ではaと戸の佼置が変る｛立で

左程変動を見受ぬが，第三回に至ってTP,GL, yGL, 

:xGLがL、づれも減少且，比粘度は此のどれよりも急カ

ーフ．を描いて低下する.AL, ~GL, A/G( :J:此に反して

増加するが殊にA/Git務度が大きい．市して九と 戸の

量義は媛大となる．第四回になると，今度はそのどれ

もが復原傾向を示し第一回よりもむしろ強過き、た結果

を呈する．

血清の分暦聞でも一見同様の傾向が認められる..11[J 

ち， TP,GL, yGLの三者は平行しAL,A/Gは此に

反比三と戸は措抗し合って変遷する．第三回に於ける

変化も同様である．併し膿消と具って，第二回採取時

では初回に比しTPが上昇する．止tれはGLが減少しA

Lがf曽加する結果でA/Gfl為に上昇し比粘度も増加す

る．而も 1GL量は ALよりも少くなっている．此の

傾向は第三回に至って益々靖大する．又，協と 戸の関

係Ii第二回目では~~清と反対，第三四時では相等 し

い．第四回採取時の復原傾向は｝＇GLのみが過度であ

る以外は殆どダ〈此の結果 TPも全然復原性を示さず

比粘度が異常に高まっている．

膿請と血清の分周量を各回毎に比較すると，第一回

採取時で1工TP,GL，αGL, ~GL は血清に， AL, )GL 

は1量消に高く，又 A/Gt主膿請が，上t:r，占度はI忠清ヵ：夫
々勝っている．第二回になると AL,GL，は両者殆ど

接近して来るカ礼、づれも僅に血消の方が高い．其他は

第一四時と同様であり従ってA/Gf'i血清に大である．

第三四時では， TP,IX・J'GLの関係は不変であるが，

GL及び ~GLは非常に接近しL、っihも些少の差で血消

が高い.ALは第二回よりも大差で血滑に多くなり第

一固とは益々反対となる． A/Gは第二固と同様血清

に高いがその開きは益々大となって4くる．反対に比粘
度は，第ご．回同様血持者に高いがその聞きは小さくなっ

てL‘る．第四回採JR時には， TP は僅かに11Ui'li1 ~1!券る

が非常に近似し， GL,)GU主膿請が大分多くなりAL

it反対に血清に大きく，riiく， α・rjGI，は両者共に｛長か

に血清の方に多盤となる．従ワて A/Gの下降は唯消

の方ヵ：大であり比'ff,度の上昇は血清：二大~ ~・．

小括及び考按

膿済分屑中TP,GL, }GLの三者が大休平行して消

長する事f'i冷捜査白量ヵ： yGLに克右される事を如実

に示すものである．叉血清のそれらは捜清に略相似て

変遷するけれども膿消が第一固と第二回で左手程変動が

なく第三回目に大きく変動するに対し， .nt潜ーでは既に
第二回採取時に問機の変化があらはれ且第三回目には

此の傾向が益々大きくなるとL、う事実は虚消費白でl農
消%：白の組成に影響~を与へている事を裏書きしてい

る．眼i宵に於ける第三回目の，血清における第二回，

第三回の象：動という奇異なる現象，そして両者共第四

回目には復原傾向を示す事，又1法治.nt消各分屑！の各国
毎の量的差の異なる事，旦1農・忠治聞の組成比の変動
の回数的ずれ等の事柄を観察する時，等しき結伎がJ韮
の乾酪組織でも裁物は漸次水分を失って乾壕し此に石

灰沈著を生じ成物は逆に水分を浸って膿陸稲盛解を起す

とL、う二つの異った経過を示す事が恩出され，膿fk形

成とL、う事が既に異物化された乾醗組織を多骸白血球

のii白融解男子素の作用tこより処碍ーしようとL、う能動的
防禦作用の現はれでるると考へると，以上の結果は，

穿ー刺によって空となった健磁院に新らしく慢を形成す

る際に生体カ：感梁によって一定のアレルギーを獲得し

て居るであらう事と闘係を有する如く考へられる．

且， X線｛象， .It!:：沈，臨＇＊症状， l農貯溜状態， 1農の
肉眼的所見，含有関数，等と此の変動の像を比較して

見るに，いづれも第三四時即ち GL刻、にrGLの減少

せる時にはその状態は良好であり，反対の時には悪化

している．的.nt滑に於て rGLの減少を見る時は次回
の！！農消所見及び臨床症状の好転を予測し得る事がF催め

らhf；こ．

第五節疾患別に観た；宅膿及び患者血清

脊椎カリエス流注1農協45例患者血清22例，軟l節結骸・

1農 4合~血清 5例，結該性関節炎膿10例血清5例，結該

性1農！向12例血消5例，結後性腹膜炎膿 （穆出液） 2例
庇清2例，を選んで冷.~~を疾患別』こ分類すると第7表

の如き結果を得た．

査自各分府の組成比の夫々及び総彊白f設について，

映す市， J（！：一日iに於ける多きものよりの！｜関伎を示せば号28 
表の如く なる．

1世消でもfilj筒でも入LとA/Gの）I図作(i'.'.'f;しくGL
序列は止tiこ反するのは当然であるけれど，臨治ではT



212 日本外科宝lぬ第22巻第3号

{;fiτ1との 1 ＇~~ 目提

G L I 
:: I : l :: 
、，
I v 

~＊ 
5.45 I 1.04 O.B2 

0.93 

73.55 

57.87 I ：：~： 
11.06 

11.62 

4B.45 

29.50 I :'.':; l 

I :::: I 

1.s1 I i.os 1.07 

1.18 ；：：｜：：：［；；： 5.0・2 I l臼

62.7り

63.07 

PもGLと等 しし、順位でJGLでは4,5伎が反対になる

ド反し， げにi1~では全然一致しない又H岳山分11~1に於ける

序列（上主のま ＞－.tin請の＊斤，ゲljに相当しなくて聯想がつ

かわ｛.＂である．

小括及ひ考按

I 14_9,i 

I 20.60 

14.80 

14.82 

43.05 

27.65 I I 

1) 脊粧カ リエス． 膿清の TPft最も高くEそれ

いGL.'4！二〕GLの増加により廷内r.Jift5佼である．

Jl[lGL カ訴 も少く 比粘度カ Ir~一氏J. 血清ではTPは 2 f立

聞もA/GI工1盟清より高くて3付， GLがfi'j多い程度で

あり， それも ｝＇17) 11'刊nit／：ヒw著明でなくむしろx.~ 由、
夫々 2位でJ.tM:11'-J：二・Ji.-い．比F占!Jt（主中f,i：である． 岐・
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fれ 8友

ム
u
L
，d1
・

M
風

T
i
l
l－
－
－
 

2 4 3 5 

TP 脊椎カリエス 軟骨as膿療 膿 胸 関 Ni j..場又< n1ii 膜 ιyた、
AL H隻 膜 炎 関 節 ：：、ε 膿 胸 軟者a1 膿 ~ii 脊椎カリエλ

限 GL 脊推カリエ入 秋告a1膿疹 膿 胸 関 節 炎 阪 膜 炎

C巴 関 筒 :t、< 軟部膿疹 脊惟カリエス 阪 膜 ；，よに< 膿 胸

~ 軟部膿換： 目支 膜 夕JI-、< 関 術 j必に< 膿 胸 脊椎カリエス

y 脊椎カリエス 軟調l膿話事 膿 胸 n~ 膜 炎 関 節 炎

A/G 目昆 膜 :tに< 関 節 炎キ膿 胸 軟部膿蕩 脊椎カリエス

v 脊椎カリエス 軟部膿揚［膿 胸 関 筒i 'f凡ι n~ 膜 炎

TP 目提 膜 t凡ι 脊椎カリエス 軟調：膿蕩 関 節 :¥1句に' 膿 胸

AL 関 節 タ3も従ら 膿 胸 脊推カリエ〈 目提 膜 ιyた、 軟主a1膿疹
血 GL 軟部膿按 H豆 膜 炎 脊椎カリエス 膿 胸 関 節 ~ 

<X 秋有ill膿蕩 脊椎カリエス 関 街i ；，少に< 際 胸 目隻 膜 炎

~ 秋 f司i膿蕩 脊椎カリエス E昆 膜 炎 関 怖 t切、' 膿 胸

I、，lj・ )' H量 膜 tに' 膿 胸 脊椎カリエA 軟調i膿務 関 j,火、
A/G 関 何1 炎 目農 胸 脊推カリエ見 E隻 膜 jぷ凡< 軟部膿話事

v 目集 膜 t札<:. 軟部膿疹 関 節 炎＝脊椎カリエス 膿 胸

血清閣では GL,yGL, V を除き血清の方が高い．

2) 軟部冷膿蕩． 膿清TPft.カリエスに次ぎγGL

も2位であるが，戸がlfす.o.が2位と三者共に上位を

占めるのが特異である．血清の TPは3佼になるが殆

どGLに依って占められる． しかもGLで多いのはヌ及

びPで夫々1佼yは4灼に過ぎぬ所に興味がある.V

は両者共に2伎である..~農清血清の聞でft yGLの外

は血清の方が高い. A/Git 5者の中最も近似してい

る

3） 結核性関節炎． TP lt5者の聞で比較的ぼく

膿，血共に4{17.,A/Gft夫々2位 1伎と割合ALが多

い.GL分屑中膿濡でft<X ft最高yft最低であるが血

清では<X 3 位~ 4位； ft.最低．膿清 GL,;GL値が血

清より高い外It全て血清に多く脊椎カリエスに相似す

る.fr，・1此の成積を繋液性関節炎と比較対照するとTP,

A/G, rGLと膿血両者共結核の特性を明かにし得るが

血清の比粘度がま普液性の方に高い事は干奇異に感じられ

る．

4) 結核性］農胸． 此の膿ft:x, ~GL が 4 , Sfす．と

比較的i民い外は全部 3（古で有・無竣1真性両者の中聞の
性状を示す如き格好である.jfJJ.清の TPは予想tこ反し

て最低でA/G2位とGLは他に比ぺてあまり僧えぬが

GL分；育は結骸性らしく γが比較的高く α，FIt. ｛氏い．

1農血の関係を見ると， TPの聞きは最も少くGL!i.唆消

に大であるにも係らずγ分；謂は少く且血清の戸量が異

常に少い点が特異である.A/Gは庇溝に高いがVは

同指数を示す．

5) 結核性腹膜炎． 1農請では， TP,Vは最低AL.

A/Gは最高で戸が2位＂・ y(i.共に4佼...!ft請では反

対でTP.V最高を示しGL2伎でA/Gは従うて4伎と

溶ちる.GL分屑では忽最低P中位7；最高を呈する．

膿止問TPの聞きは最大し：かも全てに於て血清値が高

い．止tの膿清と他の炎症性腹牒渉開液とを対照すると
矢浸り TP,A/G, ;GL %及び全ての絶対量に於て高

く結核性の特性を示している．

6) 繁膜の有無による差． TP ft結骸性腹膜炎血

清を除いて膿血共に無猿股性に多い.A/G It同じ〈

腹膜炎血清を除t.て有媛肱性に高い．つまり有紫肱性

にALの， ：特疑膜性にGLの含有の割合が高t..而も後

者は主として〕・GL%に於て高くなっている為と旬、はれ

る．即ち，同じ冷膿でも無策膜性の方が有録膜性によとぺ

）量が多い． αGL と ~GL ではか込る判然とした差は認

められぬがaは一般に血清に多〈含まれて居りそれは

然襲股性tこ幾分高く， ~GLでは有築股性は膿済が無疑

膜性では血清に高い.Vi工膿清では無疑膜性に高く有

望賢股の膿胸が続いている.J世清では媛膜の有無で差は

みられない．前節の結果よりみて，；の多い事；.＿J:J，うて

症状の良性でー予後に好影響を与へるとすれば，有3語版
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4) ii'j陀I切になると， αGLの半減する点を除いて

益々その傾向は著しくなる．

5) 遺残膿となったl日L、膿では， 精特殊の組成を

取るに至って十、る．即ち， TPft.減少し殊に ALの減

少が著しく， 且それはGLの増加する度を上廻って居

る．従って A/Gは再び1よりも小となり且その最低

を示す.GLの増加は主として a分J脅の増加によるも

ので ~ft.利繕えるrn度， rIt.反って減少する．

" 
~ 

d
M
v
 

小括及び考按

I) 早期~f±l液． TPヵ：5者中最低で喝ありAL,GL 

の絶対量は対照血清よりも~~、けれどもその含有比率

は殆ど近似する．市し乍らGL分情

ではγが異常に高い．試みに腹院内

の所謂~出液と見られるもの19例と

第酬1
7 

→p 

~ 

TP 

GL 
v 

メ
，，，・r＂＼、

々

x 

.c. 

.,. 

1泡
1鶴
¥II 
I渇
¥ A/G 

J.. 

百

性の方ヵ：良性でちると見られ乙．以上を見るに，1g古

股ー性では腹膜炎に於て腹請がその典型を示して他の炎

症性m股牌内＇／$；出物の組成に類似する傾向にあり血清
は'/fl;出ll'M炎症に於けるものに酷似する如~ 徴候を認

め，1農胸カ；止tれに次ぎ，関節炎がそれに続くとL寸II院

序を示す．

第六節虫垂炎膿に於ける時期的変動

虫霊炎膿を早期'/fl;f封；波14例盲腸周囲1農5例， in発性
腹膜炎腿31711，消槌期膿2例，遺残1農磁4例と各期に

分って採取し時期的観察を試みた．

t.t'; 9 d三

l li＇－~111illl 
TP I 4.69 I 6.72 ! 6.50 I 6.05 I 5.85 
AL I 2.72 I 3.10 I 3.50 I 3.91 I 2.1 7 

GL I I.97 I 3.＜’2 i 3.00 I 2,11 I 3.38 
o.50 I 1・01 I 1.26 I 0.60 I 1.69 

0.41 I 0.96 I o 1り~ 0.42 I 0.59 

1.08 I 1,r.:> I 1.25 I 1.12 I uo  

1.38 I 0.86 I U 7 I 1.83 I o. 73 

1.45 I 1.75 I 1.69 i 1.57 I 1.65 

T? 

す

2.0 6 

1.8 ~ 

I.~ J 

1.4 

J.:l 

1.2 I 

l.l 

l.!’ 

l.7 

1.5 

湾問液と見られるもの， 14例を比較

し第10表の如き結果となった．即ち

絶対置では語審問液ヵ：L、つれに於ても

高いけれども百分比から見ると；GL

含有2判 l:ifllf±l液に高く A/Gは穆出

液は1より大，府出液は1より小で

GL %は AL%＇.~上廻っている とい

う結果で此の事は注けに値する．

2) 盲腸周囲駿． 此の時期にな

ると，即ち穿孔したとなるや TPは

忽ち僧位して長ー高となり各分厚｝も此

仁作って各矧中最高値を示す'f'r~でら

るが，とりわけGLは人Lに比して強
戸

消
退
期
膿

川
叫
険
膜
炎
糠

早
期
港
出
液

A
β

一
1T.AJG. i,; 

0.fl 

0.8 

0.? 

く憎散しれに 人／GはJj1J日/5nl＼；伎と

は］ a:中心と して正負反対をえ；］つ二
奈る.GL f守分別It;; ＞χ：；の／1[1日に

大きくt曽挫してい乙．比粕B主も勿前日i
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TP (t早期産量出液で最低，高腸周囲膿でピーグを示

し以下段々減少する.Extravasation, Exsudation It 

極期よりも極前期に激しL、とし、う訳である.GLは大

休止tの消長に等しL、が遺残膿では再びt曽加する．第二
章の成績を思い出す時GLの物理化学的要因よりみて

吸収され難く崩裂され難L、からであらち．・ ALは胃腸

周閤躍でもGLと共に楢加し惨出の樹首rljに甚しL、署員－を

示しているが以後は全くGLと反対の消長を示す．つ

まり極矧を過ぎる頃より血探査自質殊にGL分崎の動

員（'i段々に必要がなくなり ALが此に代って必要ーとな

り消極期で最高値を示し遣残礎では咳収又は崩製して

急激に減うている.A/Gvt..大休ALの消長に平行する

が盲腸周囲膿で一度低下している． α及び ~GL はGL

の消長に平行するが前者vt極矧で最高となり後者はそ
の起伏の度；t..GL程大きくない． ：はむしろGLより

もTPの消長に似る.vは全くGLと問機の関係で増減

している．

以上で見る如く， E豊満蛋白質はその炎症の時期によ
って夫々独特の組成を示し而も甚だ合理的であり，殊

に遺残膿では一見して他の時期のものと区別し得る程

特異である．

第六章総括及び結論

1) 化嘘性疾患々者の膿清及び血清，対照となすべ

き正常血清，参照すべき腹膜内湯出・漏出液関節炎液

等 200例について，~白量， Z蚤自分屑髭及び此等の組

成上t，上t紡度の岡より，議rt..相互的に或は経過的裁は
時期的｝こ種々測定検索を行った．

2) 化媛性疾思を有する患者血清は正常血清と比較

してそCD~白質はL、づれの匝iに於ても著しL、変動を呈

する．魁者血消と膿消との聞には相（j;J.点が認められる

けれども腫清はその独自な性状を有している．

3) 冷膿及び熱盟には夫々特異点を有する事が認め

られた．叉血清に於ても相違点があり日峻消と.al滑聞

の関係も夫々特有である．

4) 結骸性盟，連鎖状球菌奇l塗，潜i萄状球菌，盟，大腸
繭i豊，と起炎南別に検討すれば，各商に対する炎症態

度の異る如く夫々の特性を示し，起炎繭46見の閤難な

る場合に於て診断の一助と成り得る．

5) 結核性化膿性疾患の膿清及び.al清を経if!的に観

察すると，眼精， E計局共に 1GLの変動を目標とする

時臨床所見病坊の判定，予後推測に於て一応の；，1；准を

示し得る．血清と1量消の聞には相似点があり血清~白

が.1~清~向i二影響を及ぼす績が確められて且.al消の変

動を膿滑に先立って見受けた． ！盟消，血清共tこ各回採

取時にあうて異なれる値を示しlL .~農庇治聞の崎間的

ずれ及び量的差異等の認められる事は結伎のアレルギ

ーを想起させる．

6) 結核性化慢性疾患を疾患別及び疑膜の有無に分

って測定検討すると，止t等の相互の聞には可成著明な
差異を見る事を得た，而もその漣清と血清との関係は

各疾忠を比べ合はせて何等特定なもめを発見する事は

出来なかった．

7) 虫垂炎曜を時期的に分類測定し各期夫々特有の

性質を有する事を認めた．止t事ft..膿清の蛋白学的性状

をたlって，か込る！性状の躍を有する疾患のL、かなる時

期にあるかを察する一標準となり得る． （終）
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現在臨床所見から麻断はアナプィラ Fシーショヅ グ 再注射によって誘発されないのでるる．

を阻止するか又はするとすれば如何様lこなすかの疑問 こLに重要なことはMoserは%Jj髄切断の代りにZNS

がらりいろいろの見解が出ているが，この見解の説明 遮断に Narcoseを用いた．この実験はSanarelli氏実

に寄与するものとして，Herbert2¥foser（主動物を用L・l投法の易合と同様に行（"tれ抗元の第1注射による感作
て基礎的実験を行った． 前又は感作の経過中に深い麻N1＇をかけるとアナ7~7
即ち彼はこの実験に於て，従 r~：雪正明が不可能色され キシーシヨヴグの発現を阻止したのである．之に反し
ていた中厄神経系のアナ7~ラキシ戸シヨツグに対す て感作を抑制せずに麻何Lを再注射前及びその聞に行う
る関係を明らかにしたのでちる．これには Sanarelli とアナプ 4ラキシ戸シヨツグはも早抑制をうけなかっ

氏実験法が大いに寄与するところがあった.Sanarelli たのである．

氏実験法とはモルモツトを用いコレラ蔚抗元で4時間 此の成続（土古い＊自によるアテプ 4ラ!1:/ －試験に

内で感作性にすることに成功した方法でーある．これは は間ii凶作用性薬剤を使用して得られた，JlPち第1注射

生存！l寺聞のflI＼.、百l髄切断動物に於て実験の可能なるこ の前及びその聞に段階的問脳遮断剤U(Epilan, mesan-

とを意味するものである． toinetz） を用いる とア十ブ 4 ラキ：／~ ジ 当 'J !1を ~~さ
扱て動物実験に於ては抗元の第1注射による感作後 ず之に反して法断の時期をおくらせて感作を抑制せず

の~!i'i飽の切断はアナブ 4 ラキシ｛ショ ック発現を阻止 に抗元の再注前及びその問中に逃断を行うと7ナブ4
出来ないのであり感作のための第 1 注射前に~!ti締切断 ラグシーシヨ 'J!1は阻止を受けなし．
を行うと感作は阻止されアナプ 4ラキシ F シヨブダは （広瀬健男抄訳）


